
　
平
成
25
年
の
積
丹
町
交
通
安
全
指

導
員
会
（
川
井
順
應
会
長
）
の
出
初

式
が
２
月
28
日
に
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

美
国
神
社
で
交
通
安
全
指
導
員
に

よ
る
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
た
の
ち
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し

催
さ
れ
た
式
典
で
は
、
松
井
町
長
、

森
内
余
市
警
察
署
長
（
代
理
）
か
ら

激
励
と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、

的
場
無
縫
副
会
長
が
「
私
た
ち
18
人

の
交
通
安
全
指
導
員
は
、
心
を
新
た

に
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
す
す
め
、
当
町
の
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
の
日
数
、４
，５
７
９
日
（
２

月
27
日
現
在
）
の
記
録
が
途
切
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
交
通
道
徳
の
向
上

と
事
故
防
止
の
積
極
的
な
推
進
を
展

開
し
ま
す
。」
と
交
通
安
全
宣
言
を
読

み
上
げ
、
交
通
事
故
の
防
止
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
初
式
に
先
立
ち
、
長
年
に

交
通
事
故
防
止
に
貢
献
さ
れ
た
交
通
安

全
功
労
者
と
優
良
運
転
者
、
合
わ
せ
て

22
人
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

■
北
海
道
警
察
本
部
長
・
北
海
道
交

　
通
安
全
協
会
会
長
連
名
表
彰

【
交
通
安
全
功
労
者
】

　

福
井　

正
二
さ

ん　
　
　
　

（
婦
美
町
）

■
北
海
道
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰

【
優
良
運
転
者
】

　

加
藤　

金
雄
さ

ん　
　
　

（
入
舸
町
）

　

越
善　

初
江
さ

ん　
　
　

（
美
国
町
）

　

髙
橋
千
鶴
子
さ

ん　
　
　

（
野
塚
町
）

■
北
海
道
警
察
本
部
交
通
部
長
・
札
幌

　
方
面
交
通
安
全
協
会
会
長
連
名
表
彰

【
優
良
運
転
者
】　

　

佐
藤　
　

明
さ
ん　
　
　

（
美
国
町
）

■
札
幌
方
面
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰

【
優
良
運
転
者
】

　

斉
藤　

信
枝
さ

ん　
　
　

（
日
司
町
）

　
吉
田　

敏
文
さ

ん　
　
　

（
野
塚
町
）

　

中
嶋
裕
紀
子
さ

ん　
　
　

（
美
国
町
）

　

宮
田　

義
孝
さ

ん　
　
　

（
美
国
町
）

　

荻
野　

正
照
さ

ん　
　
　

（
婦
美
町
）

　

白
川　

久
雄
さ

ん　
　
　

（
野
塚
町
）

　

　

柏
谷　

熊
雄
さ

ん　
　
　

（
野
塚
町
）

　

佐
藤　

三
平
さ

ん　
　
　

（
野
塚
町
）

■
余
市
地
区
交
通
安
全
協
会
連
合
会

　
会
長
表
彰
　

【
優
良
運
転
者
】

　

小
林　

洋
子
さ

ん　
　
　

（
美
国
町
）

　

吉
田　

幸
二
さ

ん　
　
　

（
野
塚
町
）

　

杉
野　

徳
幸
さ

ん　
　
　

（
日
司
町
）

　

大
嶋
美
千
代
さ

ん　
　
　

（
美
国
町
）

　

荻
野
結
止
衛
さ

ん　
　
　

（
野
塚
町
）

　

岡
崎　

一
美
さ

ん　
　
　

（
美
国
町
）

■
積
丹
町
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰

【
交
通
安
全
功
労
者
】

　

尾
本　
　

淳
さ

ん　
　
　

（
美
国
町
）

【
優
良
運
転
者
】

　

的
場　

尚
人
さ

ん　
　
　

（
美
国
町
）

　

村
木
美
奈
子
さ

ん　
　
　

（
美
国
町
）

 
み
ん
な
の
願
い
無
事
故
の
ま
ち
『
積
丹
町
』

　
積
丹
町
交
通
安
全
指
導
員
出
初
式

　

３
月
３
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
第
45
回
後
志
管
内
技
能

者
研
修
大
会（
川
上
正
宏
大
会
長（
後

志
職
業
能
力
開
発
協
会
長
））
が
執

り
行
わ
れ
、
同
管
内
の
10
の
技
能
士

会
78
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
技
能
労
働
者
の
果

た
す
役
割
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、

技
能
者
自
ら
が
職
業
意
識
に
徹
し
、

資
質
の
向
上
と
研
鑽
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

10
年
ぶ
り
に
当
町
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

佐
々
木
宏
積
丹
町
技
能
士
会
長
の

開
会
宣
言
で
始
ま
っ
た
大
会
で
は
、

卓
越
し
た
技
能
者
や
優
良
技
能
者
４

人
に
対
し
表
彰
が
行
わ
れ
、
当
町
か

ら
山
本
俊
三
さ
ん
（
美
国
町
）
が
卓

越
し
た
技
能
者
後
志
総
合
振
興
局
長

表
彰
に
、
三
上
均
さ
ん
（
美
国
町
）

が
後
志
職
業
能
力
開
発
協
会
長
表
彰

(

優
良
技
能
者
）
を
受
賞
。
山
本
さ

ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
、「
今
後
と
も
、

こ
の
栄
誉
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
技

能
の
伝
承
と
後
継
者
の
育
成
な
ど
に

努
め
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
大
会
で
は
、
河
村
博
環

境
生
態
系
保
全
技
術
指
導
員
に
よ

る
「
サ
ク
ラ
マ
ス
・
そ
の
不
思
議
な

生
活
と
魅
力
」
と
題
し
た
記
念
講
演

が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
の
交
歓
会
で

は
、
観
光
協
会
か
ら
あ
ん
こ
う
鍋
と

ホ
ッ
ケ
の
つ
み
れ
汁
が
提
供
さ
れ
た

ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
鰊
場
音
頭

保
存
会
に
よ
る
正
調
鰊
場
音
頭
や
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
出
席
者

は
、
他
の
技
能
士
会
員
と
の
親
交
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　　

山
本
俊
三
さ
ん
（
右
）
と
三
上
均
さ
ん
（
左
）

▲交通安全宣言を読み上げる的場副会長

▲
　
　

山 

本 

俊 

三 

さ
ん
（
美
国
町
）

　 

　
　
　
　
電
気
工
　

後
志
総
合
振
興
局
長
表
彰

  

　

三 

上
　  

均 

さ
ん
（
美
国
町
）

 

　
　
　
　
　
大　

工
　

後
志
職
業
能
力
開
発
協
会
長
表
彰　

-第 45回 -
後志管内技能者

研修大会
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　平成 24 年度積丹町老人クラブ連合会交流会（荻

野 野正会長）が総合文化センターで開催され、各地区

の 老人クラブ会員など 102 人が参加し、交流を深めま

した。

　むかわ町の願照寺住職石畠博道氏が満足感と充実

感を持った人生を送るための 10 カ条などについて

講演。歌やユーモアを交えて笑いを誘う軽妙な語り

で会場を沸かせていました。

　また、昼食後には、㈱伊藤園

札幌西部支店の皆さんの協力

で、お湯

の温度と茶成分の関係など、美味しいお茶の入れ

方を紹介。参加者もそれぞれのグループで実践し、美

味しいお茶を楽しんだほか、町の保健師からインフルエンザやノロウ

イルス対策に有効な手洗いの方法についてのお話や参加者による舞踊

やカラオケの余興も行われ、楽しい時間を過ごされていました。

　地域を守る！
　　積丹消防団教育訓練・
　　　　　婦人防火クラブ炊き出し訓練

　2 月 27 日、平成 24 年度の積丹消防団教育訓練が海

洋センターで行われました。積丹消防団（今井諭団長）

では、消防活動の基礎となる厳正な規律と迅速で的確

な行動を身に付けるとともに、分団の一層の団結を図ることを目的に、毎

年、同訓練を行っており、この日は、町内

8 分団の団員 30 人が参加しました。各分団

長の指揮に従って、基本姿勢や動作などを

確認する訓練礼式が行われたほか、心肺蘇

生法やＡＥＤ（自動体外式除細動器）の実技講習も行われ、真剣な表情で取り組

んでいました。

　また、3 月 14 日には、積丹婦人防火クラブ連合会（山﨑美枝子会長）の７地区

の会員 33 人が参加し、災害時に備えた炊き出し訓練が北後志消防組合積丹支署

で行われました。4 回目を迎える同訓練では、おにぎりとサラダ、煮込みうどん

の 3種類、40 食分を調理。参加者は、大型のガス釜の使い方などを確認しながら、

大量の食材を手際よく調理されていました。

な行動を身に付けるとともに、分団の一層の団結を図ることを目的に、毎

日本赤十字社金色有功章を受章
　
 山田ハツエ さん( 神岬 )・吉田恵美子 さん(神岬）

　　　　             余別地区日赤奉仕団

　平成 24 年度日本赤十字社金色有功章を神岬町の山田ハツエさ

んと吉田恵美子さんが受章され、２月 25 日に開催された積丹町

日赤余別地区奉仕団定期総会において、奥山副町長から伝達され

ました。

　金色有功章は、活動 20 年以上で、特に功労顕著にして他の模

範となる方に贈られる同社の最高位の表彰です。

　山田さん (88 歳）、吉田さん (78 歳）はともに、昭和 40 年 5 月に積丹町内で一つだけある余別地区奉仕団結成

当初から団員として様々な奉仕活動に積極的に参加され、47 年を経た現在もなお、団員としてご活躍されてい

ます。この度の受章を心からお祝いし、今後ますますのご活躍をご期待いたします。

野

の

講演。歌やユーモアを交えて笑いを誘う軽妙な語り

　また、昼食後には、㈱伊藤園

札幌西部支店の皆さんの協力

 
▲ 山田ハツエさん（左）と吉田恵美子さん（右）

老人クラブ連合会交流会盛会に！

笑顔と笑いに包まれて・・・
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公　表

一般廃棄物処分手数料収納事務の委託について
　
　地方自治法施行令第 158 条第１項の規定により、次
の者に一般廃棄物処分手数料収納事務を委託したの
で、同条第２項の規定により公表する。

　平成 25 年３月 29 日

　　　　　　　　　　　　積丹町長　松　井　秀　紀

１．委託した者の住所及び氏名

　住所　積丹郡積丹町大字美国町字小泊 224 番地
　氏名　㈱菊地組　代表取締役社長　村　木　　靖

２．委託期間

　自 平成25年４月１日 ～ 至 平成26年３月31日

一般廃棄物処理手数料収納事務の委託について
　
　地方自治法施行令第 158 条第１項の規定により、次
の者に一般廃棄物処理手数料収納事務を委託したの
で、同条第２項の規定により公表する。

　平成 25 年３月 29 日

　　　　　　　　　　　　積丹町長　松　井　秀　紀

１．委託した者の住所及び氏名

　住所　積丹郡積丹町大字美国町字大沢 313 番地
　氏名　積丹町商工会　会長　山　本　俊　三

２．委託期間

　自 平成25年４月１日 ～ 至 平成26年３月31日

行政相談委員を紹介します！

　４月１日から２年間、野塚町の郷六憲子さんが新た

に行政相談委員として総務大臣から委嘱されること

になりました。

　行政相談委員は、皆さんから広く行政に対する苦情

や意見・要望などの相談を受け付け、その解決のため

の助言や関係行政機関に対する通知などの仕事をし

ています。

　毎日の暮らしの中で、国や

役所などで行っている仕事に

ついて困っていること、納得

できないことなどがありまし

たらお気軽にご相談ください。

郷六憲子さん（野塚町）

℡ 45 － 6162

  
　提出した確定申告書に計算誤りや申告漏れなど申

告内容に誤りがあると気付いた方や、うっかり確定

申告書の提出を忘れている方はいませんか ?

　もう一度ご確認ください。

■税額を多く申告していたことに
　　　　　　　　　気付いたときは・・・

　「更正の請求書」を提出して正しい税額への訂正を
求めることができます。

■税額を少なく申告したことに
　　　　　　　　　気付いたときは・・・
　「修正申告書」を提出して正しい税額に修正してくだ
さい。

　また、確定申告書を提出しなければならないのに
提出を忘れていたときは、速やかに確定申告書を提
出してください。

【問い合わせ】余市税務署（℡ 22-2093）

確定申告書の内容は間違っていませんか?

　　後志広域連合からのお知らせ！
　介護保険料の納め忘れはありませんか ?

介護保険料は、介護保険制度を支えるための大切
な財源ですので、忘れずに納めましょう。
　災害や扶養者の方の失業などで、保険料を納め
ることが難しい場合は、保険料の減免や猶予が受
けらる場合もあります。困ったときは、お早めに
後志広域連合介護保険課または役場住民福祉課に
ご相談ください。
　なお、減免や猶予を受けていないのに、保険料
の滞納が続く場合は、未納期間に応じて次の措置
がとられます。
○１年間滞納した場合
　介護サービス費用の全額を自己負担しなければ
ならなくなります。（９割相当分は後で払い戻さ
れます。）

○１年６カ月間滞納した場合
　後で払い戻されるはずの給付費（９割相当分）
の一部または全部を一時差し止めるなどの措置が
とられます。（なお滞納が続く場合は、差し止め
された額から保険料が差し引かれる場合もありま
す。）

○２年以上滞納した場合
　本来１割である利用者負担が３割に引き上げさ
れたり、高額介護サービス費等が受けられなくな

ります。

　　後志広域連合介護保険課
　　　　℡０１３６‐５５‐８０１３

積丹町情報の確認は
ホームページとフェイスブックでも

　
　
　平成 23 年４月の町地域情報通信基盤施設（光施
設）の整備により、町内の多くの家庭で光インター
ネットが利用されています。
　現在町では、ソーシャルメディアとして、ホーム
ページとフェイスブックを運用し、行事予定、まち
のできごとや気象警報などの情報を発信しています
のでご活用ください。

◇町ホームページ
　　http://www.town.shakotan.hokkaido.jp/
　　又は【積丹町公式ホームページ】で検索

◇町フェイスブック
　　https://www.facebook.com/town.shakotan

又は【積丹町役場フェイスブック】で検索
　※町フェイスブックはアカウント登録なしでも
　　ご覧いただけます。
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